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脱水乾燥システムによる
下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証研究

～一つのシステムで、利用用途に応じた乾燥汚泥の含水率調整が可能に～
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背景

設備の老朽化
・ 脱水機の老朽化

・ 速やかな改築更新

汚泥の有効利用

・ 法改正による下水汚泥の肥料化、
燃料化利用の努力義務

・ 有効利用におけるコスト増

・ 乾燥機の型式による有効利用の用途の制限

汚泥外部処分費 ・ 処分費が維持管理の大きな割合を占める

・ 設備更新

・ 低コストかつ多様な有効利用の
用途に適用可能な技術の採用

・ 汚泥減容化による処分費の低減

実証研究の概要

システムの特徴

機器点数の削減と省スペース

自動制御によるスマートオペレーション化

脱水汚泥や乾燥汚泥の含水率を
自動で測定する含水率制御を採用。

従来技術の機器点数が半分以下になり、スペースが約半分になります。

［従来技術］気流乾燥機 脱水乾燥システム

多様な有効利用に対応した含水率の調整が容易

本システムを使うことで

汚泥含水率における有効利用のニーズと適用技術

含水率（％）

有効利用
ニーズ

従来技術
適用

本技術適用

・ 有効利用のニーズによって、求められる水分
領域は広範囲にわたっている

・ 個々の技術で適用できる水分範囲は限定的
である

脱水乾燥システム

機内二液調質型遠心脱水機から排出された
細粒状、低付着性汚泥を直接乾燥機へ導入

機内二液調質型遠心脱水機

従来の課題 解決策

円環式気流乾燥機
有効利用

肥料
化

燃料
化

コンポ
スト原

料化

汚泥の性状を利用し、構造や
システムの簡素化による
低コスト化を実現

幅広い水分調整による多様な
有効利用への対応

汚泥を分散させる
ため損耗が激しい

貯留ホッパや搬送
機器が必要

付着防止のため大部分乾燥汚泥
を返送し、脱水汚泥と混合

汚泥

汚泥

無機凝集剤

高分子凝集剤

脱水汚泥

機内二液調質型遠心脱水機

脱水機

乾
燥
管

解砕機
ミキサ

乾燥汚泥

熱風炉

サイクロン

サイクロン

円環式気流乾燥機

熱風炉

排ガス

コンベア（搬送）

ホッパ（貯留）

ホッパ

汚泥供給ポンプ

乾燥汚泥

排ガス

汚泥

脱水汚泥

機内二液調質型遠心脱水機

サイクロン

円環式気流乾燥機

熱風炉
熱風

含水率測定
乾燥汚泥

排ガス

単一の設備で
幅広い有効利用に対応可能

人件費削減、
運転管理の効率化が期待できます。

従来の課題

コンポスト工場

本技術の乾燥汚泥

発電事業者

緑農地

10 20 30 40 50 60 70

燃料化
肥料化

脱水機
間接加温式

脱水乾燥システム

コンポスト原料化

気流式乾燥・炭化
撹拌羽根付熱風式

従来式の
脱水汚泥

本技術の
脱水汚泥

［実証フィールド］ 黒川終末処理場（栃木県鹿沼市）
［実証の内容］ 中小規模の下水処理場を対象とした脱水乾燥システム（機内二液調質型遠心脱水機＋円環式気 
 流乾燥機）を用いて、肥料や燃料など用途に応じたライフサイクルコストを低減可能な乾燥汚 
 泥の製造技術を実証します。
［実証設備の規模］ 脱水機　4m3/hr（消化汚泥固形物濃度  約1.5～1.7％）

乾燥機　270kg-wet/hr（脱水汚泥  含水率75％）、乾燥汚泥として1.8～3.2ton/日（含水率10～50％）


